
新しい年度の始まりを柔らかな優しい色の桜の花が、子どもたちを迎えます。新学期を迎える子どもたちは

進級した喜びと、新しく始まる学校生活に少し不安を抱えていることでしょう。また、一人ひとりの子どもた

ちには心の中にはたくさんの思いがあるでしょう。しかし、いつも私たちの真ん中にイエスさまがいてくださ

り、私たちの歩みに光をともしてくださっていることを信じて、今年度も始めていきたいと思います。 

 

平和学園小学校は、6 歳から 12 歳の 6 年間をとても大切な時として考えています。幼児期から児童期の

子どもたちは、人としての根っこが育つ大事な時です。この時期に、神さまと出会う子どもたちは、愛されて

いる喜びと隣人への愛を学び、自分はかけがえのない存在であると認識していきます。学業では学ぶことがで

きない心の内側を、子どもたち同士の関係性の中で、また、たくさんの大人に出合う中で、そして、何よりも

毎日の礼拝の中で、子どもたちを豊かに成長させてくれると信じています。 

  

子どもたちのまわりにいる私たち大人は、子どもたちの成長をどのように支えたらよいのでしょうか。いず

れ自立（律）していく子どもたちが、その先にある大きな社会の中で、躓いても起きあがり、自分らしく胸を

張って生きてほしいと願います。だからこそ、私たち大人ができることは根っこの成長を支えるというほんの

少しのこと。平和学園に集う大人たちで子どもたちみんなを支えていきましょう。 

今年度１年間もどうぞよろしくお願いいたします。 
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このようにしてキリストに仕える人は、神に喜ばれ、人々に信頼されます。 

ローマの信徒への手紙 １４章１８節 

               校長  橘 明子 


